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平成30年第1回定例議会報告（2月22日～3月28日）

　3月議会では、市側提出の29年度補正予算や30年度一般会計当初

予算案148億5,700万円（昨年度当初予算より5,700万円で2.5％の

増）や、プールを含む屋内運動施設の本体工事を請け負う業者との

契約議案等35議案を原案通り可決しました。

1 30年度当初予算

  審査経過

各常任委員会の予備審査に基づき審査をし、予算執行

については6項目の付帯意見を付け賛成多数で可決し

ました。

湯の丸高原施設整備推進事業―屋内運動施設
（仮設プール）建設工事 6億5,050万円

ふるさと納税の推進、ホストタウン交流の推進 1億2,851万円

生ごみリサイクル施設『エコクリーンとうみ』
運営費・設置補助等

7，230万円

下水道施設等の統廃合事業 6，687万円

小学校区単位の地域づくり活動事業　 3，386万円

主な事業

2 29年度一般会計補正予算

主な事業

湯楽里館の空調設備の大規模改修に伴い、ワインツーリズム

における広域周遊観光“ハブ”拠点として内外からの集客の

強化を図り、ワイナリー事業者の新たな販路拡大と生産性と

所得の向上を図るための事業。（国補正予算である生産性革

命に資する地方創生拠点整備交付金を活用）

  審査経過

動議の発議が成立し2項目3点の付帯意見を付け全員賛

成で可決しました。

<付帯意見の趣旨>
・湯楽里館の改修にあたっては、物産館・ゆらり市・オラホレスト

ラン等周辺施設全体の活用について地域を交え検討し活性化
拠点施設として継続できるよう十分配慮されたい。

・関係団体等への対応状況及事業の進捗状況を議会に報告され
たい。

・国庫補助制度を活用しての事業は、事業計画の競技段階から議
会に説明をされたい。

湯楽里館の改修工事費
（ワイン＆ビアミュージアム整備・空調設備改修）

2億900万円

委員長：若林幹雄　　　副委員長：田中信寿
委員：阿部貴代枝 ・ 山崎康一 ・ 横山好範 ・ 佐藤千枝 ・ 中村真一 ・ 高森公武

〈予算特別委員会〉

・平成30年度東御市国民健康保険特別会計予算
国保会計を今後維持するためには、基金の適正確保と一般会計からの
繰り入れが不可欠。市民生活に影響を与えないように継続すべき。市民
も健康づくりに取り組むことも大切との意見がありました。

・平成30年度東御市介護保険特別会計予算
・平成30年度東御市地域改善地区住宅改修資金等貸付事業特別会計予算
・平成30年度後期高齢者医療特別会計予算

高齢者の生活実態を考えても、値上げすべきでないという意見。
国の方針もあるので現状ではやむを得ないという意見がありました。

・平成30年度東御市病院事業会計予算
この間、市民病院は経営健全化分として一般会計からの繰入金を毎年
2,000万円ずつ縮減してきたことは評価できる。プライマリー病院とし
て市民からの親しみと信頼のある病院となるために一層の努力が必要
という意見がありました。

他条例10件を審議。

3月12日・13日・14日・15日・16日・19日

委員会に付託された30年度一般会計予算の

予備審査・条例改正案・特別会計（国民健康

保険・介護保険・後期高齢者医療）等の審議

3月20日

現地調査：高齢者センター入浴施設・和小学

校トイレ・北御牧小学校トイレ

すべての議案を可決すべきものと決定しました社会文教委員会予備審査

大石グラウンドの桜
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1  ごみの減量・資源化の取り組みについて

【問】 生ごみの受け入れに伴う水切り容器やごみ処理機購入補助の状況について。

【答】 交付実績では、昨年比コンポスト2.5倍・電気式生ごみ処理機5倍。新

規水切りバケツ360件。

【問】 今年度に収集が始まる和・祢津地区民への周知について。

【答】 すでに区長会を開催し、周知を行った。今後は、各区ごとに説明会を

開催の予定。

【問】 生ごみ分別により可燃ごみ焼却に係る経費はどのように軽減されて

いるのか、今後の見通しはどうか。

【答】 昨年同時期で　可燃ごみの受け入れ量を比較すると、約200tの減量

化となり、今後さらに減量化に期待ができる。

市民の移動手段としての足の確保について2 
【問】 運賃値上げ等見直し後の利用状況や配置されたコーディネーターの活動はどうか。

【答】 運行見直し後の利用者数は、土曜日運行を含め延べ9,909人で、前年

同期間と比較すると547人の減少となっている。またコーディネー

ターの活動状況については、利用者の実態に応じたデマンド交通と

して可能な範囲のサービスにかかわる戸別訪問による相談対応な

どのほか、市福祉課関係者等との定期的な連絡会議にも出席し、高

齢化などにより利用が困難と思われる方の情報共有を図るなど、お

おむね月に10人程度の利用者の支援に当たっている。

【問】 利用されている方からは、どんな声が届いているか。

【答】 乗り降りを補助してほしい、ステップ、手すりなどを設置してほし

い、狭い道でも希望の場所まで迎えに来てほしい、運行時間を拡大してほしいといった声があり、これら

については費用の問題も含め前向きに協議を進めているところである。

【問】 利用促進について市民への効果的な宣伝・周知についての考えは。

【答】 商工会、ドライバー、オペレーター、コーディネーターのほか、市の福祉関係者等とも連携をし、多くの皆

様にまずデマンド交通の仕組みを紹介をし、利用したい、利用してみようと思っていただけるようなＰＲ

方法を検討しながら、周知に努める。

市民病院の再編・ネットワーク化への取り組みについて3 
【問】 鹿教湯三才山リハビリテーションセンターとの再編、ネットワーク化の進捗状況は。

【答】 連携協議会には東御市から副市長や病院長、部長などの幹部職員が、厚生連から専務理事やセンター長、

部長などの幹部職員が参加し、有識者として小県医師会、上田市医師会、上田保健福祉事務所、信州上田医

療センターからも委員として参加いただいている。

【問】 リハビリテーションによる回復機能を強化することによる機能の

拡充が今後の市民病院の運営にどのように生かされていくと考え

ているか。

【答】 現在、市民病院で行っている回復期の機能、特にリハビリに関して

は通院によるリハビリ、または地域包括ケア病床を利用した入院に

よるリハビリを行っている。病院としては、重い障がいを持った方

たちのリハビリを市内で行えればというような思いがあり、医療技

術も極めて高いノウハウをもつ鹿教湯三才山リハビリテーション

センター機能をこの東御の地で展開できることがかなえば、市民に

とっても非常に利便性は高まると確信している。　　　　　　　　

平成30年第1回定例議会 一般質問
今議会は会派代表質問と一般質問に、合わせて15人が登壇しました。
私の質問概要は次の通りです。
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トピック1 湯の丸高原施設整備推進事業
―屋内運動施設（仮設プール含む）建設工事―

組織の変更等により、市長部局に
文化・スポーツ振興室を新設

これまで市役所内にあった移住定住

支援室が中央公民館に移転。

今後、地域づくり移住定住支援室と

生涯学習課・公民館とは連携していく。

< 施設概要 >
・延面積：3,035.04 ㎡
・アリーナ：1,800 ㎡
・仮設プール（ステンレス製を想定）：

L50.02ｍ×Ｗ21.0ｍ×Ｄ2.0ｍ 8 レーン
・付帯施設：トレーニング室・更衣室・計測室・

機械室等
< 工事請負契約の締結 > 一般競争入札
・契約金額　　　1,104,840,000 円
・契約の相手方　株式会社黒沢組　代表取締役　黒沢　和彦　
・工　　期　　　平成 31 年 6 月 20 日まで

トピック2 生昨年12月より生ごみリサイクル施設
『エコクリーンとうみ』稼働
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トピック3

田中・滋野地区約5,500世帯対象による生

ごみリサイクル施設での受け入れが始ま

りました。

生ごみリサイクル施設稼働により、12月

以降3月までで可燃ごみの受け入れ量は昨

年比で約200ｔの減量が図られました。

今年10月から和・祢津地区でも収集が始

まりますが、可燃ごみ量はさらに減量化

が図られることを期待しています。
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活動日誌　平成30年1月～3月
1月 2月 3月

やさしい風にのせて

　　　　　心のスイッチ  　　　　東井 義雄 （とうい よしお）

人間の目は ふしぎな目

　見ようという心がなかったら見ていても見えない

人間の耳は、ふしぎな耳

　聞こうという心がなかったら聞いていても聞こえない

 頭もそうだ 

　はじめから 「よい頭」「わるい頭」 の区別があるのではない

　「よし、やるぞ！」と心のスイッチが入ると  頭も素晴らしい

　働きをしはじめる

心のスイッチが　人間をつまらなくもし  素晴らしくもしていく

　電灯のスイッチが　家の中を明るくもし　暗くもするように

1日～3日・東翔の会視察研修
高知市・愛媛県内子町

4日・東御十景　書道
8日・土地開発公社理事会

・議員総会
9日・佐藤千枝後援会役員会

14日・議会運営委員会
16日・滋野地区地域懇談会
17日・東御市男女共同参画のつどい

・とうみボッチャ交流会
18日・東御市消防音楽隊 
20日・東御市温泉施設運営懇話会
22日・平成30年第1回定例議会～3月28日
23日・生ごみリサイクルセンター竣工式
26日・上田地域広域議会
27日・全員協議会
28日・上田地域広域議会

10日・災害ボランティア養成講座

11日・東御市舞踊発表会（議長代理出席）

14日・北御牧中学校卒業式

15日・滋野小学校卒業式 

17日・しんたい学会報告会 

18日・雷電為右衛門顕彰会設立総会 

・ごみ減量化・3Ｒ推進講演会

23日・滋野保育園卒園式 

25日・滋野駅を愛する会総会

28日・東御市3月議会閉会

5日・大石区3役市役所新年あいさつまわり

7日・東御市消防出初式

11日・部落解放同盟東御市協議会団結旗びらき

13日・滋野地区区長会新旧引き継ぎ

16日・しげの里づくりの会支え合い部会

22日・議会運営委員会

23日・東信5市研修会（当番　佐久市）

24日・子育て中の皆さんと語る会

 ・第1回自治推進委員会

28日・大石区総会

・今、まさに春爛漫。素敵な季節を迎えています。皆様

にはお変わりなくお過ごしのことと推察申し上げま

す。日頃より、皆様からたくさんのエールをいただ

き、心から感謝申し上げます。

・今議会は膨大な量の予算審議を行いましたが、市側

から提供いただいた各課重点事業とその予算につい

ての説明資料を中心とした審議でしたので、活発に

質疑や議論を行い、慎重な審議でありました。今後さ

らに効果的な議論が進むように的確な資料提供を市

側に要請していきます。

・心に響く素敵な詩をご紹介しましょう。

滋野乙2467 　TEL：0268-62-0451   FAX：62-0281　携帯：090-4361-0219
E-mail chisato@ued.janis.or.jp   URL http://www.sato-chie.jp 

1/24 子育て中の皆さんと語る会

1/28大石区総会

3/15滋野小学校卒業式

3/23滋野保育園卒園式

3/18雷電為右衛門顕彰会設立総会

3/17しんたい学会報告会

2/23生ごみリサイクルセンター竣工式

2/18東御市消防音楽隊

2/17東御市男女共同参画のつどい

連絡先


